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令和６年度 

愛知県高圧ガス移動防災訓練実施計画書 
 

１ 開催の目的 

 高圧ガスの輸送中に発生する事故等の不測の事態に備え、高圧ガス関係者を対象とした

移動防災訓練を実施し、災害の拡大防止のための知識・技術・技能の向上に資する。 

 

２ 開催日時  令和６年１０月１５日（火）午後１時３０分から午後３時３０分まで 

 

３ 開催場所  岡崎中央総合公園 美術博物館第３駐車場（岡崎市高隆寺町峠１番地） 

 

４ 主  催  愛知県、愛知県高圧ガス地域防災協議会 

 

５ 協力機関  愛知県岡崎警察署、岡崎市消防本部 

 

６ スケジュール及び訓練内容 

開会の辞 愛知県高圧ガス地域防災協議会長 13:30～13:35 

挨  拶 愛知県防災安全局長 13:35～13:40 

訓  練 

 

① 液化酸素タンクローリ事故発生時の通報及び応急措

置訓練 

 

② 水素ガスの燃焼実験 

 

③ 空気呼吸器装着の実演及びアンモニアガス漏えい処

置訓練並びにモノシランガスの疑似爆発実験 

 

④ アセチレンガス容器の消火訓練 

 

⑤ 正しい容器積載方法の実演及び液化石油ガス容器バ

ルブからのガス漏えい閉止訓練並びに液化石油ガス

の燃焼実験・消火実験 

 

13:40～14:00 

 

 

14:00～14:20 

 

14:20～14:40 

 

 

14:40～15:00 

 

15:00～15:20 

講  評 愛知県高圧ガス移動防災訓練実行委員長 15:20～15:25 

閉会の辞 愛知県防災安全局防災部消防保安課産業保安室長 15:25～15:30 

 

７ 展示（13:00～15:00）  

① 液化石油ガス用 供給機器類展示 

② 液化窒素の展示観察及び液化窒素・ドライアイスによる体験実習 

③ 地震体験車「なまず号」による地震体験 
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訓練１ 液化酸素タンクローリ事故発生時の通報及び応急措置訓練 
 

（１） 目 的 
液化酸素を輸送中、トラックに追突され、配管に亀裂が入り液化酸素が漏えいした

ことを想定し、イエローカードに基づいた乗務員の通報訓練及び防災事業所の受信 

体制並びに応急措置訓練を行い、通報、受信、応急操作技術を習得する。 

あわせて消防署、警察署等の公設隊と連携し、災害の拡大防止策を講ずる。 

 

（２） 内 容 
ア 消防署・警察署への通報・出動要請 

イ 防災事業所への通報    

ウ 防災事業所の受信 

エ 付近への火気使用中止の呼びかけ・避難誘導 

オ 消防署・警察署の出動、怪我人の救助及び災害拡大防止措置 

カ 防災事業所の出動及び漏えい防止措置 

 

（３） 参加人員 
消防署 ８名、警察署 ２名、委員 １６～１８名  

 

◯訓練概要図      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部席 

 

   

ス
タ
 
ト
地
点 

 

パトカー👤👤 

 

消防車 

👤👤消防隊 

消防隊 
👤👤👤 

👤指揮隊長 

 
👤訓練隊長 

 
👤👤応援隊 

👤乗務員 

 

合図係👤 

解説者👤受信者👤 

ロータリー 

本部席はグラウンド内に設置 
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＜緊急防災工具の一例＞ 

 
 

 
転載許可：高圧ガス工業㈱ 
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酸 素 

分 

類 

性状による分類 支燃性ガス 

圧縮、液化の別 液化ガス又は圧縮ガス 

荷 

姿 

ローリー、バラ容器の別 
ローリー 可搬式超低温容器 バラ容器 カードル 

液化ガス 圧縮ガス 

充填量 2～10ｔ 70～500kg 0.5～7m3 70～200m3 

圧力（大気圧に対して） 2～5倍 4～15 倍 150～200 倍 

温度 －183～－150℃ 常温 

塗色 ねずみ色 黒色 

標示 液化酸素 酸素ガス（白色） 

性 

質 

・ 

危 

険 

有 

害 

性 

色 

・液化ガスは淡青色 

・圧縮ガスは無色 

におい ・無臭 

ガスの比重 ・空気を 1とすると約 1.1 であり、重く低いところに滞留する。 

燃焼性 

・空気よりはるかに支燃性が強く、可燃性物質をさらに燃えやすくす

る（空気中では難燃性のものでも酸素中ではよく燃える）。 

・油脂類に浸透、接触すると発火、爆発の危険性がある。 

・特に液化酸素は浸透性が強く、路上等のアスファルトに浸透すると 

少しの衝撃等により爆発を起こした例がある。 

毒性 ・なし 

災 

害 

拡 

大 

防 

止 

措 

置 

漏えい防止 ・乗務員はイエローカードを参考にして、応急処置を行う。 

出火の際の措置・ 

車両火災、周辺火災 

・車両火災や周辺に火災が起こり、容器の温度が上昇する恐れのある

場合は容器に大量の注水を行い冷却する。 

負傷者の救出 
・負傷者が発生した場合、周囲の状況確認や自身の安全確保などによ

り二次災害を防止した上で、負傷者を救出する。 

付近の火気厳禁 
・引火爆発を防止するため、危険範囲内（取敢えず半径 200ｍ内を設

定）の火気の使用禁止措置をとる。 

避難指示 
・危険範囲内の住民及び通行人に対し、警告して速やかに風上に避難

させる。 

交通規制 
・危険範囲内の車両の退去及び車両の進入を禁止する。 

・又、酸素ガスに包まれた車両は移動させてはならない。 
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訓練２  水素ガスの燃焼実験 

 

（１）目 的 

水素ガスの燃焼炎は輝きのない炎で昼間は特に見えにくく、輻射熱が小さいため 

圧力が低い場合には燃焼していることに気づきにくい。高圧及び低圧での噴出音と 

燃焼音の違い並びに輻射熱の小ささと燃焼温度の高さの確認と、高圧燃焼時の消火 

状況を実験により確認する。 

 

（２）内 容 

ア 水素ガスに点火して燃焼炎が見えにくいこと、圧力により噴出音や燃焼音及び

炎の違いを炭酸ソーダ液を噴霧させて炎色反応で確認する。 

イ 水素ガス燃焼時の輻射熱の小ささと燃焼温度の高さを金網の溶断により確認 

する。 

ウ 高圧燃焼時での消火訓練 

 

（３）参加人員 

     委員  ８名    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

水 

素 

金網 

模擬配管 

炭酸ソーダ液
燃焼炎 
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水 素 
分 

 

類 

性状による分類 可燃性ガス 

圧縮、液化の別 圧縮ガス 

 

 

 

荷 

 

姿 

ローリ、バラ容器の別 トレーラー ローダー カードル バラ容器 

充填量 2,000～3,000ｍ３ 約1,000ｍ３ 70～300ｍ３ 0.5～7ｍ３ 

圧力  大気圧の約150～200倍 

温度  常温 

塗色  赤色 

標示  水素ガス   燃‥‥白色 

 

 

性 
質 
・ 
危 
険 
有 
害 
性 

色 ・無色 

におい ・無臭 

ガスの比重 
・ガスの中ではもっとも軽く、空気の約0.07倍の重さであり、

上部に拡散しやすい。 

燃焼性 

・よく燃えて引火性が強い。 
・空気と混合したときの水素ガスの割合が4～75％の範囲で引

火爆発する危険性がある。 
・炎が見えない。 
・輻射熱が非常に小さい。 

毒性 ・毒性はないが窒息に注意する。 

 

 

 

 

災 
害 
拡 
大 
防 
止 
措 
置 

漏えい防止 ・乗務員はイエローカードを参考にして応急措置を行う。 

出火の際の措置・ 
漏えいガスへの着火・ 
車両火災、周辺火災 

・基本的には消火して漏えい防止措置をとるが、大量にガスが

漏えいし、漏えい防止措置が困難と判断したときは、周囲の

安全を確かめ火炎が小さくなるまで燃焼させる。 
・容器の温度が上昇しないよう、容器に冷却注水する。 
・バラ容器の場合には他の容器にも冷却注水する。 
・車両火災や周辺に火災が起こり容器の温度が上昇するおそれ

がある場合は容器に大量の注水を行い冷却する。 

負傷者の救出 
・負傷者が発生した場合、周囲の状況確認や自身の安全確保な

 どにより二次災害を防止した上で、負傷者を救出する。 

付近の火気厳禁 
・引火爆発を防止するため、危険範囲内の一切の火気を速やか

に取り除く。 

避難指示 
・危険範囲の住民及び通行人に対し、警告して速やかに風上に

避難させる。 

交通規制 ・危険範囲内の車両の撤去及び車両の進入を禁止する。 
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訓練３ 空気呼吸器装着の実演及びアンモニアガス漏えい処置訓練並びに 

    モノシランガスの疑似爆発訓練 
 

（１）目 的 

ア 空気呼吸器の装着とアンモニアガスの漏えいした容器の処置方法を訓練する。 

イ モノシランガスが自然発火（爆発）する特性を理解する。 

 

（２）内 容 

ア 空気呼吸器の迅速かつ正確な装着方法を訓練する。 

  その後２人１組となって容器に防災キャップを取り付け、漏えいを止める訓練

を実施する。 

イ モノシランガス５０％＋窒素ガス５０％の混合ガスが大気中で自然発火する 

状況を観察する。 

ウ モノシランガス５０％＋窒素ガス５０％の混合ガスが大気中で自然発火してい

るところに炭酸ガス消火器にて消火の効果を観察する。 

エ モノシランガス５０％＋窒素ガス５０％の混合ガスを水槽の水に通し、気泡が

水面に達したと同時に発火する現象を観察する。 

オ 風船にモノシランガス５０％＋窒素ガス５０％の混合ガスを注入し、爆発させ

て疑似爆発現象を観察する。 

 

（３）参加人員 

     愛知県 １名  消防署 ４名  消費事業所 ６名  委員 １２名 

 

 

 

空気呼吸器装着とアンモニアガスの漏えいした容器の処置の訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

漏えいした容器 漏えいした容器 

漏えいガス 
防災キャップ 
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①モノシランガス（SiH4）燃焼実験 

②モノシランガス（SiH4）水中バブリング実験 

③モノシランガス（SiH4）疑似爆発実験燃 

  

SiH 4  50%/N2 N 2   SiH 4  ダミー容器

SiH 4  50%/N
2N 2

水槽 

風船 

SiH 4  50%/N 
2 N 2 
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アンモニア 
 

分 
類 

性状による分類 可燃性・毒性ガス 

圧縮、液化の別 液化ガス 

荷 

 
姿 

ローリ、バラ容器の別 ローリ、バラ容器 

充塡量 8,500kg（ローリ）、バラ容器（1,000㎏、500㎏、50㎏） 

圧力 大気圧の約10～20倍 

温度 常温 

塗色 白色 

標示 液化アンモニア、 燃‥‥赤色  毒 ‥‥黒色 

性 
質 
・ 
危 
険 
有 
害 
性 

色 ・無色。 

におい ・刺激臭を有する。 

ガスの比重 ・空気の約0.6倍の重さである。 

燃焼性 
・空気と混合したときのアンモニアガスの割合が16～25％で爆発

範囲となる。 

毒性 ・極めて毒性が高く、許容濃度は25ppmである。 

災 
害 
拡 
大 
防 
止 
措 
置 

漏えい防止 ・乗務員はイエローカードを参考にして応急措置を行う。 

出火の際の措置・ 
漏えいガスへの着火・ 
車両火災、周辺火災 

・漏えいを止めることができる場合は、漏えいを止める。 

・漏えいを止めることができない場合は、容器の温度上昇を防ぐ

ため容器に注水を行い冷却する。 

・可能であれば容器を安全な場所に移動させる。 

・車両火災や周辺に火災が起こり容器の温度が上昇するおそれが

ある場合は、容器に大量の注水を行い冷却する。 

除害 
・多量の水により吸収除去できるが、河川に流さないよう対応す

る。 

負傷者の救出 
・負傷者が発生した場合、周囲の状況確認や自身の安全確保など

により二次災害を防止した上で、負傷者を救出する。 

付近の立入厳禁 ・危険範囲を定め、火気使用禁止と立入禁止措置をとる。 

避難指示 
・危険範囲の住民及び通行人に対し、警告して速やかに風上に避

難させる。 

交通規制 ・危険範囲内の車両の撤去及び車両の進入を禁止する。 

保護具 
・除害作業、救出作業等を行う場合には必ず空気呼吸器等の保護

具を着用して行う。 
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モノシラン 
 

分 
類 

性状による分類 可燃性毒性ガス（特殊高圧ガス） 

圧縮、液化の別 圧縮ガス 

荷 

 

姿 

ローリ、バラ容器の別 バラ容器 

充塡量 5～10kg 

圧力 大気圧の約100～150倍 

温度 常温 

塗色 ねずみ色 

標示 モノシランガス、○○混合ガス 燃‥‥赤色  毒 ‥‥黒色 

性 
質 
・ 
危 
険 
有 
害 
性 

色 ・無色。 

におい ・胸の痛くなるような刺激臭がある。 

ガスの比重 
・空気の約1.1倍の重さで、低いところに滞留しやすく危険度

は大きい。 

燃焼性 
・空気中で自然発火する。 
・爆発範囲は空気中の濃度で1.35～100％である。 

毒性 ・極めて毒性が高く、許容濃度は5ppmである。 

災 
害 
拡 
大 
防 
止 
措 
置 

漏えい防止 ・乗務員はイエローカードを参考にして応急措置を行う。 

出火の際の措置・ 
漏えいガスへの着火・ 
車両火災、周辺火災 

・消火できないので、容器内のガスが全部燃焼するのを待つ。 
・容器の温度上昇を防ぐため容器に注水を行い冷却する。 
・可能であれば容器を安全な場所に移動させる。 
・車両火災や周辺に火災が起こり容器の温度が上昇するおそれ

がある場合は、容器に大量の注水を行い冷却する。 

除害 ・自然燃焼させることにより無害のニ酸化ケイ素に変化させる。 

負傷者の救出 
・負傷者が発生した場合、周囲の状況確認や自身の安全確保な

どにより二次災害を防止した上で、負傷者を救出する。 

中毒者の救出 
・中毒者があれば、新鮮な空気のところに移し、酸素の吸入と

気道への給湿を行う。 

付近の立入厳禁 
・自然に引火爆発するので、危険範囲内を定め火気の使用禁止

と立入禁止措置をとる。 

避難指示 
・危険範囲の住民及び通行人に対し、警告して速やかに風上に

避難させる。 

交通規制 ・危険範囲内の車両の撤去及び車両の進入を禁止する。 

保護具 
・除害作業、救出作業等を行う場合には必ず空気呼吸器等の保

護具を着用して行い、状況によっては耐熱衣を着用する。 

 

※モノシラン（ＳiＨ4）は半導体素子の製造でエピタキシャル薄膜製造工程やＣＶＤ

工程、太陽電池や複写機感光ドラムに使われるアモルファスシリコンの成膜に用い

られる。有害で可燃であり空気に触れると自己発火する。 

※燃焼により発生する二酸化ケイ素（ＳiＯ2）はケイ石（砂や石の類）である。 
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訓練４ アセチレンガス容器の消火訓練 
 

（１）目 的 

アセチレンガス容器及び容器バルブに装着されている安全栓（ヒューズメタル）は、

温度１０５℃（±５℃）で溶融作動する。安全栓が作動しアセチレンガスが噴出する

と、ほとんどの場合、着火炎上することを理解する。 

 

（２）内 容 

ア １本のアセチレンガス容器の充てん口からアセチレンガスを噴出させ着火し、

その火炎で他の３本のアセチレンガス容器の肩部をあぶることにより、つぎつ

ぎと安全栓（ヒューズメタル）が作動して、噴出するガスに着火し炎上する  

様子を観察する。 

イ アセチレンガス容器への着火時の消火方法についての模範演技を行う。 

 

 

（３）参加人員 

      委員  ６名   

 

                  アセチレンガス容器の燃焼実験 
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アセチレン 

分 

 

類 

性状による分類 可燃性ガス 

圧縮、液化の別 圧縮ガス（アセトンに溶解） 

 

 

 

荷 

 

姿 

ローリ、バラ容器の別 バラ容器 

充塡量 0.5～7.7kg 

圧力 大気圧の約16倍 

温度 常温 

塗色 褐色（チョコレート色） 

標示 アセチレンガス 燃 ‥‥白色 

 

性 
質 
・ 
危 
険 
有 
害 
性 

色 ・無色 

におい ・無臭（添加溶剤に臭いあり） 

ガスの比重 
・空気よりわずかに軽い。 
・空気中では拡散しにくいので、危険度が高い。 

燃焼性 

・よく燃えて引火性が強い。 
・空気との混合比が2.5～100％の範囲で引火、爆発の危険性が

ある。 
・ガスが噴出すると静電気が発生して着火することがある。 

毒性 ・毒性はないが窒息に注意する。 

 

 

 

 

災 
害 
拡 
大 
防 
止 
措 
置 

漏えい防止 ・乗務員はイエローカードを参考にして応急措置を行う。 

出火の際の措置・ 
漏えいガスへの着火・ 
車両火災、周辺火災 

・消火と同時に温度が上がらないよう他の容器にも冷却注水す

る。 
・火炎にあぶられた容器は冷却注水により一旦は常温になって

も時間が経過すると再び内部より発熱することがある。 
・車両火災や周辺に火災が起こり容器の温度が上昇するおそれ

がある場合は容器に大量の注水を行い冷却する。 

負傷者の救出 
・負傷者が発生した場合、周囲の状況確認や自身の安全確保な

どにより二次災害を防止した上で、負傷者を救出する。 

付近の火気厳禁 
・引火爆発を防止するため、危険範囲内の一切の火気を速やか

に取り除く。 

避難指示 
・危険範囲の住民及び通行人に対し、警告して速やかに風上に

避難させる。 

交通規制 ・危険範囲内の車両の撤去及び車両の進入を禁止する。 

 

※アセチレン（Ｃ２Ｈ２）は酸素と混合比１：１で燃焼させると中性炎ができ、通常の燃焼

での最高火炎温度（約３,４００℃）が得られる。そのため、酸素・アセチレン炎の高温

を利用した金属の溶接、溶断に利用される。 
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訓練５ 正しい容器積載方法の実演及び液化石油ガス容器バルブからの     

ガス漏えい閉止訓練並びに液化石油ガスの燃焼実験・消火実験 
 
（１）目 的 

①液化石油ガス容器の正しい積載方法を学習する。 

②液化石油ガス容器バルブからのガス漏えい閉止訓練によりガス漏えい時の応急処

置を学習する。 

③液状及びガス状の液化石油ガスの燃焼状況を理解する。 

（２）内 容 

ア 液化石油ガスの正しい容器積載方法を説明し実演する。 

イ ５０ｋｇ入り容器のバルブからガス漏えいを想定し、アメ色のゴムテープ(防災

用具)を巻くことによりガスの漏えいを閉止する訓練を実施する。 

ウ ５００ｋｇ入り容器の液化石油ガスをパイプバーナーで燃焼させ、炎を観察する。

また、二酸化炭素消火器を使用して消火実験を行い、炎の挙動を確認する。 
 

 

①運搬車両５０ｋｇ入り容器積載方法等 

 

 
30ｃｍ以上 

  
  容器の高さの 3 分の 2 以上 
                                      

 

 

 

 

②液化石油ガス容器バルブからのガス漏えい閉止訓練 

  参加人員  委 員  ６名   訓練参加者 １５名程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③液化石油ガスの燃焼実験・消火実験 
  参加人員  消防署  ４名   委 員  ６名 

 

 

歯止め

高圧ホース
ＳＧＰ２５Ａ
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液化石油ガス（ＬＰＧ、ＬＰガス） 

分 
類 

性状による分類  可燃性ガス 

圧縮、液化の別  液化ガス 

荷 
 

姿 

ローリ、バラ容器の別  ローリ  バラ容器 

充塡量  2～15t  5～1,000kg 

圧力  大気圧の約2～8倍 

温度  常温 

塗色  ねずみ色 

標示  ＬＰガス   燃‥‥赤色 

性 
質 
・ 
危 
険 
有 
害 
性 

色 ・無色 

におい 
・無臭。ただし、ライター用等の工業用の一部を除き空気中に

千分の一以上漏えいすれば分かるように着臭されている。 

ガスの比重 
・空気より重い。（約1.5～2倍） 
・ガスは低い場所に滞留するので危険度が高い。 

燃焼性 
・よく燃えて引火性が強い。 
・空気と混合したときのガスの割合が約2～10％の範囲で引 

 火、爆発の危険性がある。 

毒性 
・毒性はないが液体が空気中に出ると温度が下がり、直接皮膚 

 に触れると凍傷を起こす可能性がある。 

災 
害 
拡 
大 
防 
止 
措 
置 

漏えい防止 ・乗務員はイエローカードを参考にして応急措置を行う。 

出火の際の措置・ 
漏えいガスへの着火・ 
車両火災、周辺火災 

・基本的には消火して漏えい防止措置をとるが、大量にガスが 

 漏えいして漏えい防止措置が困難と判断したときは、周囲の 

 安全を確かめ火炎が小さくなるまで燃焼させてしまう。 
・容器の温度が上昇しないように容器に冷却注水する。 
・バラ容器の場合には他の容器にも冷却注水する。 
・車両火災や周辺に火災が起こり容器の温度が上昇するおそれ 

 がある場合は容器に大量の注水を行い冷却する。 

負傷者の救出 ・負傷者があれば第一に救出する。 

付近の火気厳禁 
・引火爆発を防止するため、危険範囲内の一切の火気を速やか 

 に取り除く。 

避難指示 
・危険範囲の住民及び通行人に対し、警告して速やかに風上に 

 避難させる。 

交通規制 ・危険範囲内の車両の撤去及び車両の進入を禁止する。 
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展示 1  液化石油ガス用 供給機器類展示 
  

（１）目 的  

ＬＰガス供給機器の見本、パネルを展示することにより、災害時、被災時に安全機

器として有効であることをあらためて認識していただくことを目的とする。 

また、分散型エネルギーであるＬＰガスの活用により利便性を知ってもらう。 

 

 

（２）内 容 

①保安機器 （メーター、調整器、防止型高圧ホース） 

②災害時対応型ユニット 

 

 

（３）参加人員 

 委 員 ５名 

    

 
パネル 

 
 

見本 
 
 
   メーター       調整器      張力式ホース  災害時対応型ユニット 
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展示２ 液化窒素の展示観察及び液化窒素・ドライアイスによる体験実習 
    
（１）目 的 

液化窒素の展示や液化窒素・ドライアイスを使用した体験学習を通じて、超低温液化ガスに
関する物性や特性を理解し、取扱い知識を深める。 

コールドエバポレータ模式図※や超低温容器カットモデルの展示と説明を通じて、超低温機
器の取扱い知識を深める。          ※「コールドエバポレータ」のうち貯槽部分 
 

（２）内 容 
ア ガラス魔法瓶に入れた液化窒素を観察する。 
イ 魔法瓶に入れた液化窒素に、生花・ゴムボールを浸し、凍結、破砕させて、その状況を   

観察する。 
ウ 液化炭酸ガスをスノーパックに噴出させてドライアイスを製造する。 
エ 液化炭酸ガスでスノードライアイスを製造する。製造したスノードライアイスで実験を 

行う。 
 

（３）参加人員 
   委 員 １２名 

　　　委員　７ 名

生花 ゴムボール
ゴム風船

液化炭酸ガス容器

ドライアイス製造時は、製造装置を人等に向けず、安全な場所で下方向に向ける。

液化窒素の展示

写 真

液化窒素による体験実習

スノードライアイスの製造

ガラス魔法瓶

凍 結 破 砕

液化窒素

液化窒素

無色透明

沸点－１９６℃

液化酸素

淡青色透明

沸点－１８３℃
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訓練指導運営事業所 
 

愛知県高圧ガス地域防災協議会  

訓練１ 

 運輸部会（１４事業所） 

訓練４ 

 アセチレン委員会（４事業所） 

 

・安藤運輸㈱ 

・協栄運輸㈱ 

・黒肥地運輸㈱ 

・中電輸送サービス㈱ 

・東亞興業㈱ 

・中日本マルエス㈱ 名古屋営業所 

・成瀬酸素運輸㈱ 

・ガスプロダクツ・ロジスティクス㈱ 

・㈱ニヤクコーポレーション 中部支店 

・㈱丸三運輸 

・㈱アガガスネットワークサービス 

・石黒運送㈱ 

・東光運輸㈱ 

・サーラ物流㈱ 

 

・高圧ガス工業㈱ 

・大陽日酸㈱ 中部支社 

・岩谷瓦斯㈱ 中部事業部 

・大日本アガ㈱ 

 

訓練５及び展示１ 

愛知県ＬＰガス協会（７事業所） 

 

・㈱フジプロ 

・東邦液化ガス㈱ 名港ＬＰＧ基地 

・両元産業㈱ 

・サーラエナジ―㈱ 

・武一㈱ 

・名古屋プロパン瓦斯㈱ 

・(一社)日本エルピーガス供給機器工業会 

 東海地区会 

訓練２  

水素委員会（５事業所） 

 

・物産フードサイエンス㈱ 名古屋工場 

・大同メタル工業㈱ 

・日本製鉄㈱ 名古屋製鉄所 

・ＪＥＲＡ㈱ 新名古屋火力発電所 

・岩谷瓦斯㈱ 名古屋工場 

 

訓練３ 

毒性・特材ガス委員会（９事業所） 

 

・岩谷産業㈱ 

・日本エア・リキード(同) 

・エア・ウォーター東日本㈱ 

・大陽日酸㈱ 中部支社 

・東亞テクノガス㈱ 

・㈱巴商会 名古屋営業所 

・㈱東海理化電機製作所 

・㈱デンソー 

・東亞合成㈱ 名古屋工場 

展示２ 

 ＣＥ委員会（７事業所） 

 

・大陽日酸㈱ 中部支社 

・大陽日酸エンジニアリング㈱ 中部支店 

・日本液炭㈱ 中部支社  

・㈱レゾナック・ガスプロダクツ 中部支店 

・日本エア・リキード(同) 

・エア・ウォーター東日本㈱ 

・東亞テクノガス㈱ 

                                                    （ 順 不 同  ） 
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会場案内図 
 

○訓練会場 岡崎中央総合公園 美術博物館第３駐車場（岡崎市高隆寺町峠１番地） 

 
出典：岡崎中央総合公園パンフレット 

 

◆駐車時のご注意 

・訓練参加者の駐車は美術博物館第２駐車場、一般参加者の駐車は体育館・野球場第２駐

車場をご利用ください。 

訓練当日は、歩行者に注意し、駐車場係員の誘導に従い駐車していただきますよう、ご

協力をお願いします。 

・駐車場内での事故、トラブル等の責任は一切負いませんので予めご承知おきください。 
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～愛知県からのお知らせ～ 

 
愛知県防災安全局防災部消防保安課産業保安室 

 

第６１回愛知県高圧ガス保安大会の開催について 
 

高圧ガスによる災害を防止し公共の安全を確保するため、関係者が 

一堂に会して、保安に対する認識を一層深めるとともに、保安管理技術

の向上を図ることを目的として、下記のとおり「第６１回愛知県高圧ガス保

安大会」を開催します。 
 

記 
 

【日時】令和６年１０月２４日（木）午後１時３０分から午後３時３０分まで 

 

【場所】愛知県産業労働センター（ウインクあいち） 大ホール 

   名古屋市中村区名駅四丁目４番３８号 

 

【内容】第一部 高圧ガス保安関係保安功労者等知事表彰 

（高圧ガスの災害防止に努めてきた事業所及び高圧ガスの保安に尽力して

きた功労者の方々に対し知事表彰を行います。） 

 

    第二部 講演 

    「 関東大震災がつくった二つの街－なぜ名古屋は住み良く東京は住み難いのか？－」 

講師：名古屋大学減災連携研究センター 特任教授 

 武村 雅之 氏 

 

【その他】事前に団体あてに申し込んでください。参加費不要です。 

     なお、参加者の方には、参加証明書を発行します。 
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                          ＭＥＭＯ 
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「令和６年度高圧ガス保安活動促進週間ポスター」の掲載は特別民間法人高圧ガス保安協会の許可を得ています。 

ポスターの購入は、ポスター内の二次元バーコードのＷｅｂサイトから注文できます。 
 

 

 


